
ポジティブ評価とは…（宇都宮大学教育学部　陣内雄次助教授）
リサイクル、リデュース（ごみの発生抑制）、リュース（再利用）、などによって、ごみゼロに近づ
けてゆくことが望ましいのですが、そのためには、相当な年月が必要となることが予測されます。
当然、塩谷広域圏内でもごみ処理は現実の問題として、長らくついてまわることだと思います。
そうであるならば、ごみ処理を適正に行い周辺地域に迷惑をかけない、つまり圏域内で発生する
ごみや処理後の廃棄物を圏域外へ持ち出すべきではないのです。したがってごみ処理施設は必然的
に、圏域内に立地することとなります。
生活に密接に関連する施設であるならば、「迷惑」施設としてではなく、生活を維持するために必
要な「地域融和型の社会基盤施設」と位置付け、その利点を積極的に取り上げ、生活に融合できるよ
うな活用の方向性を基本に評価すべきである、というのがポジティブ評価の基本的考え方です。

次期候補町は塩谷町、高根沢町、喜連川町のいずれかに

どこに処理施設を設置するのが妥当か
の調査だけではなく、発生するごみを
どうするのかを、みんなで考えてもら
うことも任務の一つだと考えています。
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「ごみ問題」
みんなで考えよう




